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(57)【要約】
【課題】差動制限部における差動制限特性を安定化する 
ことができるデファレンシャル装置を提供する。
【解決手段】デフケースと、差動ギヤと、一対の出力ギ 
ヤと、差動制限部と、出力ギヤに入力する駆動トルクで 
差動制限部を作動させるカム部とを備えたデファレンシ 
ャル装置において、出力ギヤが、ギヤ部材と、軸方向移 
動可能に配置されギヤ部材とカム部を介して一体回転可 
能に係合され差動制限部を作動させる作動部材とを有し 
、カム部が、ギヤ部材に設けられたギヤ凸部と、作動部 
材に設けられ隣り合うギヤ凸部に係合可能な作動凸部３ 
９と、ギヤ凸部と作動凸部３９との互いの回転方向の対 
向面にそれぞれ設けられたカム面４１とを有し、ギヤ凸 
部と作動凸部３９とのうち少なくとも一方の先端側の角 
部４７が、カム面４１の当接面積を保持してカム面４１ 
から後退するように形成された後退部４９を有した。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た デ フ ケ ー ス と 、
　 前 記 デ フ ケ ー ス に 自 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 デ フ ケ ー ス の 回 転 に よ っ て 公 転 す る 差 動 ギ  
ヤ と 、
　 前 記 差 動 ギ ヤ と 噛 み 合 い 、 相 対 回 転 可 能 な 一 対 の 出 力 ギ ヤ と 、
　 前 記 デ フ ケ ー ス と 前 記 出 力 ギ ヤ と の 間 で 摺 動 摩 擦 可 能 に 設 け ら れ 、 一 対 の 前 記 出 力 ギ ヤ  
の 差 動 を 制 限 す る 差 動 制 限 部 と 、
　 前 記 出 力 ギ ヤ に 入 力 す る 駆 動 ト ル ク で 前 記 差 動 制 限 部 を 作 動 さ せ る カ ム 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 出 力 ギ ヤ は 、 前 記 差 動 ギ ヤ と 噛 み 合 う ギ ヤ 部 材 と 、 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 前 記  
ギ ヤ 部 材 と 前 記 カ ム 部 を 介 し て 一 体 回 転 可 能 に 係 合 さ れ 前 記 差 動 制 限 部 を 作 動 さ せ る 作 動  
部 材 と を 有 し 、
　 前 記 カ ム 部 は 、 前 記 ギ ヤ 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ た ギ ヤ 凸  
部 と 、 前 記 作 動 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ 隣 り 合 う 前 記 ギ ヤ 凸  
部 に 係 合 可 能 な 作 動 凸 部 と 、 前 記 ギ ヤ 凸 部 と 前 記 作 動 凸 部 と の 互 い の 回 転 方 向 の 対 向 面 に  
そ れ ぞ れ 設 け ら れ た カ ム 面 と を 有 し 、
　 前 記 ギ ヤ 凸 部 と 前 記 作 動 凸 部 と の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 側 の 角 部 は 、 前 記 カ ム 面 の  
当 接 面 積 を 保 持 し て 前 記 カ ム 面 か ら 後 退 す る よ う に 形 成 さ れ た 後 退 部 を 有 す る デ フ ァ レ ン  
シ ャ ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 角 部 に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ の 稜 線 部 は 、 前 記 後 退 部 に 連 続 し て い る 請 求 項 １  
に 記 載 の デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 後 退 部 は 、 前 記 カ ム 面 の 接 線 か ら 鋭 角 に 接 続 さ れ る 面 を 有 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記  
載 の デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 後 退 部 は 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ 、 前 記 カ ム 面 と 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２  
に 記 載 の デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 後 退 部 は 、 前 記 作 動 部 材 側 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ フ ァ レ ン シ  
ャ ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 と し て は 、 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た デ フ ケ ー ス と 、 デ フ ケ ー  
ス に 自 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 デ フ ケ ー ス の 回 転 に よ っ て 公 転 す る 差 動 ギ ヤ と 、 差 動 ギ ヤ と 噛  
み 合 い 、 相 対 回 転 可 能 な 一 対 の 出 力 ギ ヤ と を 備 え て い る 。 ま た 、 デ フ ケ ー ス と 出 力 ギ ヤ と  
の 間 で 摺 動 摩 擦 可 能 に 設 け ら れ 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ の 差 動 を 制 限 す る 差 動 制 限 部 と 、 出 力 ギ  
ヤ に 入 力 す る 駆 動 ト ル ク で 差 動 制 限 部 を 作 動 さ せ る カ ム 部 と を 備 え た も の が 知 ら れ て い る  
（ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 で は 、 出 力 ギ ヤ が 、 差 動 ギ ヤ と 噛 み 合 う ギ ヤ 部 材 と 、 軸 方 向  
移 動 可 能 に 配 置 さ れ ギ ヤ 部 材 と カ ム 部 を 介 し て 一 体 回 転 可 能 に 係 合 さ れ 差 動 制 限 部 を 作 動  
さ せ る 作 動 部 材 と を 有 す る 。 カ ム 部 は 、 ギ ヤ 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数  
配 置 さ れ た ギ ヤ 凸 部 と 、 作 動 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ 隣 り 合  
う ギ ヤ 凸 部 に 係 合 可 能 な 作 動 凸 部 と を 有 す る 。 ギ ヤ 凸 部 と 作 動 凸 部 と の 互 い の 回 転 方 向 の  
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対 向 面 に は 、 そ れ ぞ れ カ ム 面 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 で は 、 デ フ ケ ー ス に 駆 動 ト ル ク が 入 力 さ れ る と 、 差 動  
ギ ヤ か ら 一 対 の 出 力 ギ ヤ に 分 岐 し て 駆 動 ト ル ク が 入 力 さ れ る 。 一 対 の 出 力 ギ ヤ に 入 力 さ れ  
た 駆 動 ト ル ク に よ り 、 カ ム 部 の カ ム 面 が 作 動 し て 作 動 部 材 を 差 動 制 限 部 に 向 け て 移 動 さ せ  
る 。 作 動 部 材 の 移 動 に よ り 、 差 動 制 限 部 に お け る 差 動 制 限 力 で あ る 摺 動 摩 擦 が 増 大 ・ 強 化  
さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ２ ４ ２ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 特 許 文 献 １ の よ う な デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 で は 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ が 回 転  
し た と き 、 カ ム 部 に お い て 、 回 転 方 向 に 対 向 す る ギ ヤ 凸 部 の カ ム 面 と 、 作 動 凸 部 の カ ム 面  
と が 係 合 さ れ る 。 こ の と き 、 ギ ヤ 凸 部 及 び 作 動 凸 部 の 先 端 側 の 角 部 に 、 バ リ や カ エ リ な ど  
の エ ッ ジ 状 部 分 が 僅 か で も 残 っ て い る と 、 カ ム 面 同 士 よ り 先 に 、 エ ッ ジ 状 部 分 が カ ム 面 に  
接 触 し て し ま う 。 エ ッ ジ 状 部 分 が 先 に カ ム 面 に 接 触 す る と 、 カ ム 部 で 発 生 す る カ ム ス ラ ス  
ト 力 に 影 響 を 与 え 、 差 動 制 限 部 に お け る 差 動 制 限 特 性 が 変 化 し て し ま う 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 差 動 制 限 部 に お け る 差 動 制 限 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る デ フ  
ァ レ ン シ ャ ル 装 置 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 は 、 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た デ フ ケ ー ス と 、 前 記  
デ フ ケ ー ス に 自 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 デ フ ケ ー ス の 回 転 に よ っ て 公 転 す る 差 動 ギ ヤ と 、  
前 記 差 動 ギ ヤ と 噛 み 合 い 、 相 対 回 転 可 能 な 一 対 の 出 力 ギ ヤ と 、 前 記 デ フ ケ ー ス と 前 記 出 力  
ギ ヤ と の 間 で 摺 動 摩 擦 可 能 に 設 け ら れ 、 一 対 の 前 記 出 力 ギ ヤ の 差 動 を 制 限 す る 差 動 制 限 部  
と 、 前 記 出 力 ギ ヤ に 入 力 す る 駆 動 ト ル ク で 前 記 差 動 制 限 部 を 作 動 さ せ る カ ム 部 と を 備 え 、  
前 記 出 力 ギ ヤ は 、 前 記 差 動 ギ ヤ と 噛 み 合 う ギ ヤ 部 材 と 、 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 前 記 ギ  
ヤ 部 材 と 前 記 カ ム 部 を 介 し て 一 体 回 転 可 能 に 係 合 さ れ 前 記 差 動 制 限 部 を 作 動 さ せ る 作 動 部  
材 と を 有 し 、 前 記 カ ム 部 は 、 前 記 ギ ヤ 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ  
れ た ギ ヤ 凸 部 と 、 前 記 作 動 部 材 に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ 隣 り 合 う  
前 記 ギ ヤ 凸 部 に 係 合 可 能 な 作 動 凸 部 と 、 前 記 ギ ヤ 凸 部 と 前 記 作 動 凸 部 と の 互 い の 回 転 方 向  
の 対 向 面 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た カ ム 面 と を 有 し 、 前 記 ギ ヤ 凸 部 と 前 記 作 動 凸 部 と の う ち 少  
な く と も 一 方 の 先 端 側 の 角 部 は 、 前 記 カ ム 面 の 当 接 面 積 を 保 持 し て 前 記 カ ム 面 か ら 後 退 す  
る よ う に 形 成 さ れ た 後 退 部 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 差 動 制 限 部 に お け る 差 動 制 限 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る デ フ ァ レ  
ン シ ャ ル 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 の ギ ヤ 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 の 作 動 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。  
な お 、 図 面 の 寸 法 比 率 は 説 明 の 都 合 上 誇 張 さ れ て お り 、 実 際 の 比 率 と 異 な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １ は 、 例 え ば 、 エ ン ジ ン や  
電 動 モ ー タ な ど の 駆 動 源 （ 不 図 示 ） と 、 左 右 の 車 輪 （ 不 図 示 ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。  
駆 動 源 か ら の 駆 動 力 は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン （ 不 図 示 ） を 介 し て デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １  
に 伝 達 さ れ 、 一 対 の 出 力 軸 （ 不 図 示 ） を 介 し て 左 右 の 車 輪 に 駆 動 力 が 配 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １ は 、 差 動 機 構 ３ と 、 差 動 制 限 部 ５ と  
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 差 動 機 構 ３ は 、 デ フ ケ ー ス ７ と 、 ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９ と 、 差 動 ギ ヤ １ １ と 、 一 対 の 出 力  
ギ ヤ １ ３ ， １ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 デ フ ケ ー ス ７ は 、 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ た ボ ス 部 １ ７ ， １ ９ の そ れ ぞ れ の 外 周 で ベ ア リ  
ン グ （ 不 図 示 ） を 介 し て キ ャ リ ア な ど の 静 止 系 部 材 （ 不 図 示 ） に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い  
る 。 デ フ ケ ー ス ７ に は 、 リ ン グ ギ ヤ （ 不 図 示 ） が 固 定 さ れ る フ ラ ン ジ 部 ２ １ が 形 成 さ れ て  
い る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ １ に 固 定 さ れ た リ ン グ ギ ヤ は 、 駆 動 力 を 伝 達 す る 動 力 伝 達 ギ ヤ （ 不 図  
示 ） と 噛 み 合 い 、 駆 動 力 が 伝 達 さ れ て デ フ ケ ー ス ７ を 回 転 駆 動 さ せ る 。 デ フ ケ ー ス ７ 内 に  
は 、 ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９ と 、 差 動 ギ ヤ １ １ と 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ な ど が 収 容 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９ は 、 端 部 を デ フ ケ ー ス ７ に 形 成 さ れ た 孔 部 に 係 合 し て ピ ン ２ ３ で 抜  
け 止 め 及 び 回 り 止 め さ れ 、 デ フ ケ ー ス ７ と 一 体 に 回 転 駆 動 さ れ る 。 ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９ の  
両 軸 端 側 に は 、 差 動 ギ ヤ １ １ が そ れ ぞ れ 支 承 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 差 動 ギ ヤ １ １ は 、 デ フ ケ ー ス ７ の 周 方 向 等 間 隔 に 複 数 （ こ こ で は ２ つ ） 配 置 さ れ 、 そ れ  
ぞ れ ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９ の 軸 端 部 側 に 支 承 さ れ て デ フ ケ ー ス ７ の 回 転 に よ っ て 公 転 す る 。  
差 動 ギ ヤ １ １ は 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 駆 動 力 を 伝 達 す る と 共 に 、 噛 み 合 っ て い る  
一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 差 回 転 が 生 じ る と 回 転 駆 動 さ れ る よ う に ピ ニ オ ン シ ャ フ ト ９  
に 自 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ は 、 デ フ ケ ー ス ７ 内 に 相 対 回 転 可 能 に 収 容 さ れ て い る 。 一 対  
の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ は 、 そ れ ぞ れ ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 、 作 動 部 材 ２ ７ と か ら な る 。 な お 、 一  
対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に お い て 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と は 、 左 右 対 称 に 形 成 さ  
れ て い る の で 、 以 下 で は 主 に 一 方 の み に つ い て 説 明 し 、 他 方 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ギ ヤ 部 材 ２ ５ は 、 環 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 側 に 差 動 ギ ヤ １ １ と 噛 み 合 う ギ ヤ 部 が 形 成 さ れ  
て い る 。 ギ ヤ 部 材 ２ ５ は 、 差 動 ギ ヤ １ １ と 噛 み 合 う こ と に よ り 、 差 動 ギ ヤ １ １ か ら 一 対 の  
出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 駆 動 力 が 伝 達 さ れ る 。 加 え て 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 差 回 転  
が 生 じ た と き に 、 差 動 ギ ヤ １ １ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 作 動 部 材 ２ ７ は 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 軸 方 向 に 近 接 し て 配 置 可 能 な よ う に 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ の  
軸 方 向 の 一 部 を 収 容 可 能 に 凹 状 の 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 作 動 部 材 ２ ７ の ギ ヤ 部 材 ２ ５ の  
径 方 向 外 側 に 位 置 す る 部 分 に は 、 軸 方 向 に 円 錐 状 に 傾 斜 さ れ た 摺 動 面 ２ ９ が 設 け ら れ て い  
る 。 作 動 部 材 ２ ７ の 内 周 側 に は 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に お い て 、 一 対 の 出 力 軸 に 一  
体 回 転 可 能 に 連 結 可 能 な ス プ ラ イ ン 形 状 の 出 力 部 ３ １ ， ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 作 動 部 材  
２ ７ は 、 デ フ ケ ー ス ７ か ら 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 入 力 さ れ た 駆 動 力 を 、 一 対 の 出 力  
軸 を 介 し て 左 右 の 車 輪 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と の 軸 方 向 間 に は 、 回 転 ト ル ク を 軸 方 向 ス ラ ス ト 力 に 変 換  
す る カ ム 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 カ ム 部 ３ ５ は 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ の 内 周 側 に 設 け ら れ た 複  
数 の ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 、 作 動 部 材 ２ ７ の 外 周 側 に 設 け ら れ 隣 り 合 う ギ ヤ 凸 部 ３ ７ ， ３ ７ の 間  
に 係 合 可 能 な 複 数 の 作 動 凸 部 ３ ９ と か ら な る 。 カ ム 部 ３ ５ は 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３  
９ と を 回 転 方 向 に 係 合 す る こ と に よ り 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と を 一 体 回 転 可 能 と  
さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 カ ム 部 ３ ５ で は 、 複 数 の ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 複 数 の 作 動 凸 部 ３ ９ と の 回 転 方 向 の 係 合  
面 が 、 そ れ ぞ れ 所 定 角 度 傾 斜 さ れ た カ ム 面 ４ １ と な っ て い る 。 カ ム 部 ３ ５ に お け る カ ム 面  
４ １ は 、 デ フ ケ ー ス ７ に 駆 動 力 （ 駆 動 ト ル ク ） が 入 力 さ れ た と き 、 差 動 ギ ヤ １ １ か ら 一 対  
の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 分 岐 し て 入 力 さ れ た 駆 動 力 に よ り 、 カ ム 部 ３ ５ が 作 動 し て 作 動 部  
材 ２ ７ を 軸 方 向 外 側 に 移 動 さ せ る 。 カ ム 部 ３ ５ に よ る 作 動 部 材 ２ ７ の 軸 方 向 移 動 に よ り 、  
デ フ ケ ー ス ７ と 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ と の 間 に 配 置 さ れ た 差 動 制 限 部 ５ に お け る 差 動  
制 限 力 を 増 大 ・ 強 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 差 動 制 限 部 ５ は 、 デ フ ケ ー ス ７ と 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ と の 間 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ  
て い る 。 差 動 制 限 部 ５ は 、 互 い に 摺 動 す る テ ー パ リ ン グ ４ ３ と 作 動 部 材 ２ ７ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 テ ー パ リ ン グ ４ ３ は 、 デ フ ケ ー ス ７ に 対 し て 、 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ の 作 動 部 材 ２  
７ の 摺 動 面 ２ ９ と 対 応 す る 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 テ ー パ リ ン グ ４ ３ は 、 内 周 側  
に 周 方 向 に 複 数 形 成 さ れ た 凸 部 を 、 デ フ ケ ー ス ７ の 内 壁 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 係 合 さ せ る  
こ と に よ り 、 デ フ ケ ー ス ７ と 一 体 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 テ ー パ リ ン グ ４ ３ は 、 デ フ ケ ー ス ７ に 入 力 さ れ る 駆 動 力 （ 駆 動 ト ル ク ） の 大 き さ に 応 じ  
て 、 差 動 ギ ヤ １ １ と の 噛 み 合 い 反 力 を 受 け て 軸 方 向 に 移 動 さ れ た 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １  
５ の 作 動 部 材 ２ ７ の 摺 動 面 ２ ９ と 摺 動 す る 。 こ の と き 、 差 動 制 限 部 ５ の 差 動 制 限 力 で あ る  
テ ー パ リ ン グ ４ ３ と 摺 動 面 ２ ９ と の 摺 動 摩 擦 は 、 カ ム 部 ３ ５ の カ ム ス ラ ス ト 力 に よ っ て 増  
大 ・ 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 差 動 制 限 部 ５ は 、 カ ム ス ラ ス ト 力 の 大 き さ に 対 応 し て 、 デ フ ケ ー ス ７ と 一 対 の 出 力 ギ ヤ  
１ ３ ， １ ５ と の 間 に 摩 擦 ト ル ク を 伝 達 さ せ 、 差 動 機 構 ３ の 差 動 を 制 限 す る 。 こ の よ う な 差  
動 制 限 部 ５ は 、 ト ル ク 感 応 型 の 摩 擦 ク ラ ッ チ の う ち コ ー ン ク ラ ッ チ タ イ プ と な っ て い る 。  
差 動 制 限 部 ５ は 、 付 勢 部 材 ４ ５ に よ っ て 予 圧 が 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 付 勢 部 材 ４ ５ は 、 皿 バ ネ か ら な り 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と の 軸 方 向 間 に 配 置 さ  
れ て い る 。 付 勢 部 材 ４ ５ は 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ を 軸 方 向 内 側 （ 差 動 ギ ヤ １ １ 側 ） に 付 勢 し 、 作  
動 部 材 ２ ７ を 軸 方 向 外 側 （ 差 動 制 限 部 ５ 側 ） に 付 勢 す る 。 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と  
の 間 に 付 勢 部 材 ４ ５ を 配 置 す る こ と に よ り 、 差 動 制 限 部 ５ に 対 し て 予 圧 を 付 与 し 、 差 動 制  
限 部 ５ の 断 続 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １ に お い て 、 カ ム 部 ３ ５ で は 、 複 数 の ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と  
複 数 の 作 動 凸 部 ３ ９ と の 回 転 方 向 の 係 合 面 に 形 成 さ れ た カ ム 面 ４ １ が 係 合 す る こ と に よ り  
、 作 動 部 材 ２ ７ を 軸 方 向 移 動 さ せ る カ ム ス ラ ス ト 力 を 発 生 す る 。 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部  
３ ９ の 先 端 側 の 角 部 に は 、 バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分 が 残 っ て い る こ と が あ り 、 エ  
ッ ジ 状 部 分 は カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方 向 に 突 出 し て い る こ と が あ る 。 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸  
部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 係 合 に お い て 、 エ ッ ジ 状 部 分 が カ ム 面 ４ １ よ り 突 出 し て い る と 、 エ  
ッ ジ 状 部 分 が 、 自 身 の カ ム 面 ４ １ よ り 先 に 相 手 側 の カ ム 面 ４ １ に 接 触 す る 可 能 性 が あ る 。  
エ ッ ジ 状 部 分 が 先 に カ ム 面 ４ １ に 接 触 し て し ま う と 、 カ ム 部 ３ ５ で 発 生 す る カ ム ス ラ ス ト  
力 に 影 響 を 与 え 、 差 動 制 限 部 ５ に お け る 差 動 制 限 特 性 が 変 化 し て し ま う 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 そ こ で 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ と の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 側 の 角 部 ４ ７ は 、  
カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 保 持 し て カ ム 面 ４ １ か ら 後 退 す る よ う に 形 成 さ れ た 後 退 部 ４ ９ を  
有 し て い る 。 な お 、 以 下 で は 、 作 動 凸 部 ３ ９ の 角 部 ４ ７ に 後 退 部 ４ ９ が 設 け ら れ て い る も  
の と し て 説 明 す る が 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ の 先 端 側 の 角 部 に 後 退 部 ４ ９ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 作 動 凸 部 ３ ９ の 角 部 ４ ７ に は 、 カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方 向 に 突 出 し な い よ う に 、 面 取 り 加  
工 な ど に よ っ て 、 カ ム 面 ４ １ か ら 後 退 す る よ う に 形 成 さ れ た 後 退 部 ４ ９ が 設 け ら れ て い る  
。 角 部 ４ ７ に 後 退 部 ４ ９ を 設 け る こ と に よ り 、 角 部 ４ ７ に お い て 、 カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方  
向 に 突 出 し た バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分 が 発 生 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 エ ッ ジ  
状 部 分 が 先 に カ ム 面 ４ １ に 接 触 す る こ と が な く 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４  
１ を 安 定 し て 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 後 退 部 ４ ９ は 、 カ ム 部 ３ ５ で 発 生 す る 設 定 さ れ た  
カ ム ス ラ ス ト 力 に 影 響 を 与 え な い よ う に 、 カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 保 持 し て 角 部 ４ ７ に 対  
し て 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 が  
減 少 す る こ と が な く 、 カ ム 部 ３ ５ で カ ム ス ラ ス ト 力 を 安 定 し て 発 生 す る こ と が で き 、 差 動  
制 限 部 ５ に お け る 差 動 制 限 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 作 動 凸 部 ３ ９ の 角 部 ４ ７ に は 、 ３ つ の 稜 線 部 が 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。 ３ つ の 稜 線 部  
の う ち 少 な く と も １ つ の 稜 線 部 ５ １ は 、 面 取 り 加 工 な ど に よ っ て 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ  
れ て い る 。 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ た 稜 線 部 ５ １ は 、 カ ム 面 ４ １ と 連 続 し て い な い 稜 線 部  
と な っ て い る 。 こ の た め 、 稜 線 部 ５ １ を 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 し て も 、 カ ム 面 ４ １ の 当 接 面  
積 に 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ た 稜 線 部 ５ １ は 、 後 退 部 ４ ９ に 連  
続 し て 形 成 さ れ て い る 。 稜 線 部 ５ １ を 後 退 部 ４ ９ に 連 続 さ せ る こ と に よ り 、 稜 線 部 ５ １ の  
後 退 部 ４ ９ と 連 続 す る 部 分 に バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分 が 発 生 す る こ と を 防 止 す る  
こ と が で き る 。 な お 、 カ ム 面 ４ １ と 連 続 す る 稜 線 部 を 後 退 部 ４ ９ と 連 続 さ せ る 場 合 に は 、  
カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 保 持 す る よ う に 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 し て 後 退 部 ４ ９ と 連 続 さ せ  
れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 後 退 部 ４ ９ は 、 角 部 ４ ７ の 最 も 突 出 し た 部 分 が 、 カ ム 面 ４ １ か ら 回 転 方 向 に 後 退 す る よ  
う に 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ 、 カ ム 面 ４ １ と 連 続 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 後 退 部 ４  
９ の 平 面 又 は 曲 面 は 、 カ ム 面 ４ １ と の 間 に 成 す 角 度 が 鋭 角 と な る よ う に 、 カ ム 面 ４ １ と の  
接 線 ５ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 後 退 部 ４ ９ が カ ム 面 ４ １ の 接 線 ５ ３ か ら 鋭 角 に 接 続 さ  
れ る 面 を 有 す る こ と に よ り 、 後 退 部 ４ ９ の 面 が カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方 向 に 突 出 す る こ と が  
な い 。 こ の た め 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ を 安 定 し て 接 触 さ せ る こ と が  
で き る 。 加 え て 、 後 退 部 ４ ９ を 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 し 、 カ ム 面 ４ １ と 接 続 す る こ と に よ り  
、 後 退 部 ４ ９ の 広 い 範 囲 で バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 後 退 部 ４ ９ は 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 作 動 部 材 ２ ７ と う ち 少 な く と も 作 動 部 材 ２ ７ 側 に 設 け ら  
れ て い る 。 作 動 部 材 ２ ７ は 、 テ ー パ リ ン グ ４ ３ （ デ フ ケ ー ス ７ ） と の 間 で 摺 動 摩 擦 す る の  
で 、 軸 方 向 及 び 径 方 向 に 微 小 な 振 動 に 対 す る 位 置 ず れ の 悪 影 響 を 受 け や す い 。 悪 影 響 を 受  
け や す い 作 動 部 材 ２ ７ 側 に 後 退 部 ４ ９ を 設 け る こ と に よ り 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９  
の カ ム 面 ４ １ の 当 接 状 態 を 適 正 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動  
凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 確 保 す る こ と が で き 、 差 動 制 限 部 ５ に お け る 差 動 制 限  
特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １ で は 、 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た デ フ ケ ー ス ７ と 、 デ フ  
ケ ー ス ７ に 自 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 デ フ ケ ー ス ７ の 回 転 に よ っ て 公 転 す る 差 動 ギ ヤ １ １ と 、  
差 動 ギ ヤ １ １ と 噛 み 合 い 、 相 対 回 転 可 能 な 一 対 の 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ と を 備 え て い る 。 ま  
た 、 デ フ ケ ー ス ７ と 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ と の 間 で 摺 動 摩 擦 可 能 に 設 け ら れ 、 一 対 の 出 力 ギ  
ヤ １ ３ ， １ ５ の 差 動 を 制 限 す る 差 動 制 限 部 ５ と 、 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５ に 入 力 す る 駆 動 ト ル  
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ク で 差 動 制 限 部 ５ を 作 動 さ せ る カ ム 部 ３ ５ と を 備 え て い る 。 さ ら に 、 出 力 ギ ヤ １ ３ ， １ ５  
は 、 差 動 ギ ヤ １ １ と 噛 み 合 う ギ ヤ 部 材 ２ ５ と 、 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 置 さ れ ギ ヤ 部 材 ２ ５ と  
カ ム 部 ３ ５ を 介 し て 一 体 回 転 可 能 に 係 合 さ れ 差 動 制 限 部 ５ を 作 動 さ せ る 作 動 部 材 ２ ７ と を  
有 す る 。 ま た 、 カ ム 部 ３ ５ は 、 ギ ヤ 部 材 ２ ５ に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置  
さ れ た ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 、 作 動 部 材 ２ ７ に 設 け ら れ 軸 方 向 に 突 出 し 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ 隣  
り 合 う ギ ヤ 凸 部 ３ ７ ， ３ ７ に 係 合 可 能 な 作 動 凸 部 ３ ９ と を 有 す る 。 さ ら に 、 カ ム 部 ３ ５ は  
、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ と の 互 い の 回 転 方 向 の 対 向 面 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た カ ム 面  
４ １ を 有 す る 。 そ し て 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ と の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 側 の  
角 部 ４ ７ は 、 カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 保 持 し て カ ム 面 ４ １ か ら 後 退 す る よ う に 形 成 さ れ た  
後 退 部 ４ ９ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 角 部 ４ ７ が 後 退 部 ４ ９ を 有 す る こ と に よ り 、 角 部 ４ ７ に お い て 、 カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方  
向 に 突 出 し た バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分 が 発 生 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 エ ッ ジ  
状 部 分 が 先 に カ ム 面 ４ １ に 接 触 す る こ と が な く 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４  
１ を 安 定 し て 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 角 部 ４ ７ に 後 退 部 ４ ９ を 形 成 し て も 、 カ ム 面 ４ １  
の 当 接 面 積 は 保 持 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 当  
接 面 積 が 減 少 す る こ と が な く 、 カ ム 部 ３ ５ で カ ム ス ラ ス ト 力 を 安 定 し て 発 生 す る こ と が で  
き 、 差 動 制 限 部 ５ に お け る 差 動 制 限 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 従 っ て 、 こ の よ う な デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 １ で は 、 差 動 制 限 部 ５ に お け る 差 動 制 限 特 性  
を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 角 部 ４ ７ に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ の 稜 線 部 ５ １ は 、 後 退 部 ４ ９ に 連 続 し て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の た め 、 稜 線 部 ５ １ の 後 退 部 ４ ９ と 連 続 す る 部 分 に バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ ジ 状 部 分  
が 発 生 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 後 退 部 ４ ９ は 、 カ ム 面 ４ １ の 接 線 ５ ３ か ら 鋭 角 に 接 続 さ れ る 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の た め 、 後 退 部 ４ ９ の 面 が カ ム 面 ４ １ よ り 回 転 方 向 に 突 出 す る こ と が な く 、 ギ ヤ 凸 部  
３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ を 安 定 し て 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 後 退 部 ４ ９ は 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ 、 カ ム 面 ４ １ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の た め 、 平 面 又 は 曲 面 で 形 成 さ れ た 後 退 部 ４ ９ の 広 い 範 囲 で バ リ や カ エ リ な ど の エ ッ  
ジ 状 部 分 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 後 退 部 ４ ９ は 、 作 動 部 材 ２ ７ 側 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 悪 影 響 を 受 け や す い 作 動 部 材 ２ ７ 側 に 後 退 部 ４ ９ を 形 成 す る こ と に よ り 、 ギ ヤ 凸 部 ３ ７  
と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 当 接 状 態 を 適 正 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ギ ヤ  
凸 部 ３ ７ と 作 動 凸 部 ３ ９ の カ ム 面 ４ １ の 当 接 面 積 を 確 保 す る こ と が で き 、 差 動 制 限 部 ５ に  
お け る 差 動 制 限 特 性 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 実 施 形 態 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 実  
施 形 態 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 に 係 る デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置 で は 、 デ フ ケ ー ス と 一 体 回 転 可 能 に 配  
置 さ れ た テ ー パ リ ン グ と 作 動 部 材 と が 摺 動 し て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 テ ー パ リ ン グ を 用  
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い ず に 、 デ フ ケ ー ス の 内 壁 面 と 作 動 部 材 と が 摺 動 す る よ う に し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１   デ フ ァ レ ン シ ャ ル 装 置
５   差 動 制 限 部
７   デ フ ケ ー ス
１ １   差 動 ギ ヤ
１ ３ ， １ ５   出 力 ギ ヤ
２ ５   ギ ヤ 部 材
２ ７   作 動 部 材
３ ５   カ ム 部
３ ７   ギ ヤ 凸 部
３ ９   作 動 凸 部
４ １   カ ム 面
４ ７   角 部
４ ９   後 退 部
５ １   稜 線 部
５ ３   接 線
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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